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交流情報センターミナテラス ( 図書館 )　住 木山 236
復興まちづくりセンターにじいろ　住 宮園 702
地域共生センターカタル      　住 木山 594
保健福祉センターはぴねす　健康保険課　健康増進係　住 惣領 1470
児童館　　　　　　　　　　　住 惣領 1470
学校給食センター　　　　　　住 宮園 943-1
文化会館　　　　　　　　　　住 木山 381-1
総合体育館　　　　　　　　　住 木山 236
水道センター　　　　　　　　住 寺迫 51-1
浄化センター　　　　　　　　住 馬水 1194-2
クリーンセンター　　　　　　住 寺迫 290
益城斎場　　　　　　　　　　住 福原 5740
益城西原消防署　　　　　　　住 寺迫 202-1
社会福祉協議会　　　　　　　住 惣領 1470

●
会 計 課
税 務 課
　住 民 税 係
　固 定 資 産 税 係
　債 権 管 理 係
住 民 課
　住 民 係
　環 境 衛 生 係
健 康 保 険 課
　保健事業係・保険年金係
　介 護 保 険 係
福 祉 課
　地域福祉係・包括支援係
　障 が い 支 援 係
　人 権 対 策 係
こ ど も 未 来 課
学 校 教 育 課
生 涯 学 習 課
　スポーツ振興係
産 業 振 興 課
　商 工 観 光 係
建 設 課
　道 路 整 備 係
　復 興 工 務 係
　管 理 係
都 市 計 画 課
　都 市 計 画 係
　建 築 係
　公 営 住 宅 担 当
復 興 整 備 課
　まちづくり推進室
　用 地 対 策 係
企 画 財 政 課
　ふるさと納税ダイヤル
総 務 課
　男女共同参画係
危 機 管 理 課
議 会 事 務 局
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☎ 289-2930
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☎ 273-8820
☎ 286-3111
☎ 286-6665
☎ 286-3210
☎ 286-3351

益城町役場　 　　 　 　 　 　 　
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☎ 287-8411
☎ 284-1711
☎ 237-8822
☎ 234-6123
☎ 234-6124
☎ 286-8535
☎ 286-1511
☎ 289-2433
☎ 286-6880
☎ 286-1131
☎ 286-4190
☎ 286-0877
☎ 286-2119
☎ 214-5566

☎ 286-3111( 代表 )住 宮園 702

今 月の表紙今 月の表紙
　ニュースで見聞きしない日
はないほど、今注目を集めて
いるコメ。町内では６月の初
めから田植えが始まりました。
米
よね

満
みつ

博
ひろし

さん（平田上）の田んぼ
におじゃますると、親子三代、
家族総出で作業に汗を流す姿
が見られました。

7
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益城のがまだしもん！

それゆけ！ましき探検隊！

わがまち散歩「東無田編」

第 3 次益城町人口ビジョン
第 3 期益城町まち・ひと・しごと創生総合戦略

ましきインフォメーション
令和 7 年度　益城町秋祭り / 参議院議員通常選挙 /
あんま・はり・きゅう治療券交付 / 新しい資格確認
書を郵送します /「限度額適用認定証」などの更新
/ 7 月は国民年金保険料免除の更新月 / 熱中症対策
クーリングシェルター / 町生涯学習講座「益城カレッ
ジ」追加募集 / 令和 7 年度定額減税補足給付金（不足
額給付）/ 省エネ家電購入費用の一部を補助

令和 7 年度益城町職員採用試験

まちなか Pick UP!
まちづくり活動の拠点に温かい支援 / 地域を守る水
神さんがお引越し / フレ！フレ！見守り

安全と安心／益城の文芸

人権～みんなが幸せになるために～

町有施設情報（ミナテラス／カタル）

町有施設情報（文化会館／にじいろ）／你好台湾

みんなのひろば

くらしの情報
お知らせ▶児童扶養手当の現況届忘れずに / 第 75
回　社会を明るくする運動 / 産後ケアの Web 利用
申請開始 / 阿蘇くまもと空港アクセス鉄道説明会 /
熊本都市圏 3 連絡道路の計画検討に関する調査 / 令
和 7 年毎月勤労統計調査特別調査を実施 / 事業者
アンケートの実施 / レンタカーの傷トラブルに注意
/ ミツバチに対する農薬危害防止 / 催しもの▶アニ
マルフレンズ熊本で休日譲渡会を開催！ / 町内の小
学生へ　夏休みの思い出大作戦 / 起業を考えている
人へ「創業セミナー」開催 / 世界（日本）肝炎デー・肝
臓週間 / 水の日記念シンポジウム / 相談▶身体障が
い者相談員　知的障がい者相談員 / 予約制　もの忘
れ相談室 / 事業承継相談会 / 不動産にまつわるなん
でも相談会 / 募集▶令和 7 年度　自衛官等募集 / 食
ロスチェックモニター募集 / 結婚を応援するボラン
ティア募集 / 実習船「熊本丸」の船員募集 / 阿蘇の草
原を活用した畜産経営を行う新規就農希望者募集 /
総合体育館事業　参加者募集 / 講座▶ Word 応用
講座 / 障がい者対象の職業訓練 / 生涯学習短期講座　
生誕 160 年記念志賀哲太郎に学ぶ / みんなの掲示板

町長のちょっと一言／善意の灯／乳幼児健診／
ふるさと納税／編集後記

中学校日記／健康に暮らす。
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人 びとの動き
人口 34,313 人 （+25 人）
男
女

16,526
17,787

人
人

（+9 人）
（+16 人）

世帯数 14,803 世帯 （+20 世帯）

5 月中

出生 /  25 人
死亡 /  39 人
転入 /125 人
転出 /  86 人

令和 7 年 5 月末現在。（  ）内は前月比。
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矢
嶋
楫
子
に
心
を
重
ね
て

下段写真左から／
特に力を入れた説
得力のある表情／

「 楫 子 」と 改 名 し、
船で旅立つシーン。
最初に構想を練っ
た、思い入れのあ
るページ／制作の
ために何度も通っ
た四賢婦人記念館

　
「
そ
ん
な
性
分
だ
っ
た
か
ら
、

私
は
皆
に『
し
ぶ
が
き
』と
呼
ば
れ

か
ら
か
わ
れ
た
」

　

女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
に
生

涯
を
さ
さ
げ
、
頑
固
で
一
本
気
な

性
格
か
ら「
肥
後
の
猛
婦
」と
も
呼

ば
れ
た
偉
人
・
矢
嶋
楫
子
。
そ
の

楫
子
の
一
生
を
描
い
た
絵
本「
し

ぶ
が
き
」の
一
節
で
す
。

　
「
し
ぶ
が
き
」は
、
守
口
真
奈
美

さ
ん
、
髙
田
美
香
さ
ん
、
浦
本
真

衣
さ
ん
の
３
人
の
思
い
が
重
な
り

共
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
の
平
均
寿
命
が
全
市
区
町

村
中
第
２
位
の
益
城
町
。
そ
の
生

命
力
の
ル
ー
ツ
を
探
り
、
3
人
が

た
ど
り
着
い
た
の
が
楫
子
で
し
た
。

「
楫
子
さ
ん
の
こ
と
を
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
、『
私
の
こ
と
を
題
材
に

し
な
さ
い
よ
』と
彼
女
が
語
り
か

け
て
く
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
」

と
髙
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

制
作
に
当
た
り
、
時
代
考
証
を

重
ね
、
文
章
や
背
景
を
丁
寧
に
描

き
な
が
ら
も
、
読
者
に
楫
子
の
心

情
が
伝
わ
る
よ
う
、
表
情
に
最
も

心
を
込
め
た
そ
う
で
す
。　

楫
子
の
一
生
を
色
彩
豊
か
に

描
い
た
絵
本「
し
ぶ
が
き
」

守
もり

口
ぐち

真
ま

奈
な

美
み

さん　髙
たか

田
た

美
み

香
か

さん

浦
うら

本
もと

真
ま い こ

衣さん

写真左から／守口真奈美さん（保育士・ベビーシッター）、髙田美香さん（心理カウンセラー）、浦本真衣さん（食育イラストレーター）

　

き
っ
か
け
は
熊
本
地
震
で
し
た
。

引
っ
越
し
直
後
に
被
災
し
た
妊
娠

中
の
守
口
さ
ん
と
幼
い
子
を
抱
え

大
病
を
患
っ
た
髙
田
さ
ん
。「
顔

見
知
り
程
度
で
し
た
が
、
互
い
の

境
遇
を
知
り
、
後
悔
の
無
い
生
き

方
を
し
た
い
ね
と
意
気
投
合
し
ま

し
た
」と
２
人
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

浦
本
さ
ん
は
、
被
害
を
受
け
た

地
元
の
支
援
の
た
め
、
夫
と
６
カ

月
の
息
子
と
共
に
帰
熊
。
親
族
や

友
人
は
３
人
を
温
か
く
迎
え
た
だ

け
で
な
く
、
逆
に
お
む
つ
な
ど
を

分
け
て
く
れ
ま
し
た
。「
古
里
に

自
分
な
り
の
方
法
で
恩
返
し
を
し

た
い
」と
心
に
決
め
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
親
子
の
支
援
活
動
を

共
同
で
始
め
た
守
口
さ
ん
と
髙
田

さ
ん
は
、
地
元
に
イ
ラ
ス
ト
を
提

供
す
る
浦
本
さ
ん
と
出
会
い
、
３

人
の
職
と
経
験
を
生
か
し「
し
ぶ

が
き
」の
制
作
を
決
め
ま
し
た
。

　

制
作
期
間
２
年
。「
楫
子
さ
ん

の
生
き
ざ
ま
を
、
子
ど
も
た
ち
や

悩
み
を
抱
え
る
女
性
に
届
け
た

い
」と
３
人
は
力
を
込
め
ま
し
た
。

地
震
で
巡
り
合
っ
た
３
人

※「
し
ぶ
が
き
」は
、
町
図
書
館
や
カ
タ
ル
な

ど
、
町
内
の
各
施
設
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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